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O一”月二十三日　火曜日　§り　一時晴
　愈々今夕目的地附近に着く事になった．艦は北緯10度の線を．女んぐん南下
しつsある。テントを張った後甲板では荷揚げの準備の爲め槻測隊の荷物で
歩けない位，上甲板にある京大班の荷物も全部後甲板に移す・波は相野らす高
い．午後六時頃吾々は豫定の目標ナマ島を獲見す．艦のサ】チライトを浴び
せかけると，島の土人も松明を焚く・ナマ島の沖約5浬の瓢を南下する事二時
間逐1に出迎への南洋支聴の汽船瑞鳳丸のマストの燈火を獲見し，艦は午後八
時十五分瑞鳳丸の横50米の鮎にてピタリと輝止した・瑞鳳丸よりは支聴の方
々の訪問あり．我々は久し振りに船を見たので何時までも眺めてみた．
　午後十時突然京大班の一部はL之れより直ちにレオ1ル島に向ひ，夜を徹し
て観測所を撰定せよ■との事，森川理學士と小生は直ちに荷物をまとめ，毛布
を一枚かkへこんでボ；トで瑞鳳丸に向ふ．此庭よりロ1ソップ島（レォ1ル
島はローンツプ島の東50米位の虞にある）までは約4浬，リ】フの中へ入らね
ばならない．八日間の春日にさよならをして，瑞鳳丸で一路ロ1ソップへ．
　先獲隊として我々の一行に加はつた人々は，東京天文豪の服部，竹田の諸
氏，秋吉中佐，東日記者林氏等である，
　月はシラスに霞んで海面は暗い．庭が愈々唄フの虞まで干た時，入口が
見えす，船はどうしてもリ1フの中へ入る事は出來ないと云ふ．再び春日に
引返へすか如何に，色々議論も出たが結局リ1フ外で瑞鳳丸は碇泊し，我々
は瑞鳳丸に一夜を明かす事となった．
O一月二十四日　水曜日　晴
　瑞鳳丸は百噸ばかりの小さい船であるが，無線電信，デflぜルエンヂン，
暖房冷房爾装置を備へて最新式の船だ．併し船は小さいので昨夜は可なり揺
れた．起床五時牟，眼を醒ますと船は正にリiフに入らんとしてみた．リ1
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フの入口は僅かに20米位しかなvo．昨夜三夜に入れなかったのも無理はなv・．
リ1フを越して約2浬，ロ1ソップ島の沖約200米の庭で瑞鳳丸は停止した．
直ちにモ1タ1ボ1トに分乗して，ロ1ソップ島へ到る．海上より眺めたロ
1ソップ島並びに附近の島々の景色，水は紺青色に澄んで，水深僅かに数米，
波は全く無い，島の椰子の木，土人の小屋，砂濱等々，全く筆に鑑しやうも
なく美しい．午前六時ロ1ソップ島一L陸第一歩，土人は一列目並んで，我々
に最敬禮をしてみる．森川氏と小生は直ちにボ1トでレオ1ル島へ行く，
色々物色したが結局レオ1ル島の南海岸の或一個虞に観測地を撰定する．
　後丁丁の一行は春日町より，李榮丸（貨物船）へ荷物を移し，夏にリ1フ内
にてカッタ1に積み換へて午後四時第一船がロ】ソップ島に到着してより全
部の荷物の勘定をしたのは午後十一時過ぎだった．春日艦は午後十二時サ1
チライトでしきりにサヨナラを信號しつN，遙かに遙かに西方トラック島へ
向けて蹄って行った．
　土人は皆衣服を纏ひ，小屋も三々立派である．今朝初めて椰子の實の汗を
飲む，甘味が可なり彊く渇を署やすに絶好だ．我々は島の教會堂で寝る事に
なった．観測隊一行五十名が全部一棟の中で疲るので，可なり窮窟である．
土人の言葉を少しづ』畳える・
O一月二十五日置木曜日　曇り一時晴　スコ1ル
　早朝より荷物をレオ1ル島へ運ぶ．カッタ】にしうん「と乗せて，モ1タ1
で引張るので憎々捗らない．
　アィンスタィン観測のコンクリ1トの穴を掘る．休憩所と倉庫のテントを
張る．
　夜，月見に外へ出るとスコDレに出會ひ，土人の家に逃げ込む．バツトー
本と貝殼撒個とを交換しで1党に入る．
O－m月二十六日　金曜日　曇　スコ1ル
　土人と共にレオ1ルへ行く途中，スコDレに會ひ，シャツとズボンをビシ
ヨ濡れにする．アィンスタインの方は穴も愈々四半上って，杭を：打込んでみ
る．砂地なれど砂細かく密なのでコンクリ1卜工事に差支へない．小生の受
持の部分としては，プライマリ；・ミラ1のアヂマスを定める．明日よリコン
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クリ1トに掛る筈．
　0一月二十七日　土曜日　曇爾
　よく雨が降るので仕事が延びて氣遺はれる．早朝より島の大工を一入雇ひ，
コンクリ1トの枠を作らせ，土民に穴を掘らす．　レオ1ルとロ1ソップ間の
海流はトテも速V・．潮の干満1米位あり・コンクリート用の砂石等を運び，夕
方にやっと基礎工事を終る・
　米人のコ1ン氏とジョンソン氏の観測所は同じくレオ1ル島にて我が観測
班の東方50米の地黒占，上海自然科肇のマグネの観測所は其虞より更に東方100
米位の地黒占．又，東京天文毫，東京帝大，海軍水路部，電波班の観測地はロ
1ソップ島にて教則堂の北方100米の地黒占に集まってみる・
O一月二十八日　日曜日　快晴
　一日中快晴，南洋の室の色は叉格別．今日は日曜日で島民（土人の事を我々
はかく云ふ）が休むので島の大工（日本人，トラックより來てるる）を一人雇ひ
昨日のコンクリ1トの歩き．夕方までに全てを終る．とても暑い，ア／ンス
タインの方のコンクリ1トの四時工事の方を手甲ふ．
　午前中島民と我々の顔合せあり，秋吉中佐，早乙女陣fゴ，上田博士の挨拶
の後仏1ソップ，ピ1ス，ナマ諸島の酋長（現在では村長と呼んでみる）の
挨拶あり，盛會であった．村長は皆老人にして別に攣った庭なし．島民は我
々に會ふ毎にL今日はコと日本語で挨拶をしてくれる．子供までも氣持が良
ib．
　今日は一日中雨が降らなかったので，風呂がないと云ふ．夕；hlみに海岸の
船の中で一斗ぶ．十二日月が碧室にかNつて椰子の葉蔭を漏る其の光り，閃
く夢の國に來た如し．
　カノ1プスが内地のシリウスよりも高く感じる．ボ列リスが低くて見難
い．オリオンが天頂にかNつてみる．L南へ來たな1「と感じた．
O一月二十九日　月曜日　晴後翠雨
　咋日コンクリ1ト作業をやって身膿が痛い．今日は倉庫用テントの中にて
荷物を解き，組立てにかNる．雨が屡々降る．夕方までに大鰐整理を終る．
アインスタインの方はコンクリ1トの一部の基礎工事を終つ允．
　230　　　　　　　　日食皇弟日誌（2）　　　　　天界156
　南洋に珍しv・雨ばかりの日が績く，梅雨のやう．正午の氣温25。C．
O一月三十日　火曜日　快晴
　久しぶりの快晴に恵まれて仕事が捗った．アィンスタインの方はコンクリ
1トの枠を建てた．　フラッシュ（小生分憺）の方はコンクリ1トの上へ第二面
鏡を乗せ，窩眞装置の寮を造る．機械のカバ1の爲めテントを張る．
　ローンツプ，レ才tル聞の景色非常によし．晴れると暑い．
O一月三十・一日　水曜日　曇一時晴　夜雨
　午前二時月食あり，部分食なり．肉眼槻測をする．夜傘初めて南十字を見
た．想像の通り飴り大したものでもない．
　晴れてみる内にと思ひ，三井君に手僻ってもらってシ1ロスタツbのセッ
ティング．第二面鏡のセットには閉口した．重くて島民を六七人使った．夕
方までにすつか砂終る．ア6ンスタ／ンの方はコンクリ1トを全部流し込み，
工事を終った，　コ1ン氏の庭へ冷やかしに出掛ける．コロナのホ1ラリゼ1
シヨンを籍貫に撮るらしい．大膿，出來上ってみた．
　夜叉雨降る．
〇二fi　一日　木曜日　曇り一時晴　雨
　午前中雨．全くよく雨が降る．アインスタ1ンの方も，コンクリ1トの乾
くまで休み，フラッシュの方も天氣回復まで休み，一日中休養をとる．
　内地を出て牟月，馴れない仕事と食料，飲料水の爲め，終に胃腸を壌はし，
夜になって胃が益々痛くなった，
0二月二日　金曜日　快晴
昨夜中胃の痛みの爲め眠れす，全身に獲疹する．便所へ十激回通った，午
前幸ひトラックより馨者が來てるたので診察を請ふ．折角の快晴も，一一H中
田の中．夜お粥を一杯食ったきり．
　京都の皆んなは午後二時よりピ1ス島（Ulソップ島の南西：方）へ遊びに行
った．経緯度，時刻の観測の爲め千田上谷爾君は夜レtlル島へ．
〇二月三日　土曜日　快暗
　六時孚に相攣らす眼が醒める．歩くと腹が痛V・が，頑張ってレオPレへ行
き，器械のセッティング，艦の中でのシ1ロスタツbの計算のセッティング
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のチエツクなどする．
　観測は鏡の位置の關係上午後…時以後は出來ない．一日中お粥を食ふ．今
日の温度は3！0Cとのこと．スコ1ルが來す，風呂なし．
〇二月四日　日曜日　晴
　日曜に拘らす早朝よりレオ1ル島へ行く．李井君に手傳ってもらって，爲
眞装置のセツテ4ングの大膿の見當をつける．日曜日なので午後は休みにし，
レオPレ島の爲眞を三枚ばかり撮る．午後三時頃東京天文毫の人々が兇學に
來る．濾過器を使用して篇眞の現像液を作る．一三班はアランワツセル島へ
行った・
　今夜も風呂はない、身艦もまだ回復せす，一H中お粥を食ふ．
O二月五日　月曜日　晴
　カメラのセットに一日中力状る．尤も午後一時以後は太陽は使へないけれ
ど，アィンスタィンの方は今日一日で赤道儀の世嗣及び望遠鏡の筒を全部
コンターJ　1トの上への釣り上げ作業は終った．之れからは細部の取付けであ
る．
　お粥腹ではとても疲れて駄目！　夜になって早速寝てしまった．
O二月六日　火曜日　晴
　天氣が績いて仕合せだ　眼硯分光儀の据付け揚庭を撰定する．分光爲眞機
の据付けをやっと終り，午後一時すぎ太陽の使へるギリギリの虞で爲眞一枚
撮る．然し雲の爲め惜しくも妨害された．水温27ρ5C断然氷の使用を必要と
する．アィンスタィンの方は時計仕掛の据付けにかSつてみた．
　午後島の娘達が大勢沖の方で魚を取ってみた．濱からパチリと一枚撮って
おく．夕食に初めて回る恐る飯を食ふ．
〇二月七日　水曜日　晴後曇　スコール
　今日は七時頃レオ1ル島へ出掛けた・昨日のセッティングを少しく修正し，
篇眞を撮る．焦思決定の爲めの爲眞である．現像液も氷を使って，20。Cまで
冷却したが，乾板がカブる・取枠を覆ふ黒布等を取揃への閉め一日中を費す．
アィンスタィンの方は時計仕掛けや赤緯のクランプの取付を終り，愈々観測
の第一コ1スに入る．日食まで僅かに一週聞．
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　観測テントの傍らの濱で海蛇をみた・白に茶色の縞のある美しい蛇だ，星
座の動物である爲め懐しい氣がした．
〇二月八日　木曜日　晴後曇雨
　朝一ヒ時　レオ1ルへ．ロ1ソップ，　レ才1ル闇の海流速く，傳馬船を流さ
れて島民に救けてもらった．
　太陽のスペクトル爲眞を一枚撮：る．明野は大罷定ったらしい，薫れ以上燭
らない方が良からう．牛田を一枚撮った時分より曇り出し，終に雨になり，
一日中雨降り，午後はコンパリズン・スペクトルにア1ク燈を用ふる事に決定
し，その組立て試験に費やす．
　腐翼乾板は細心の注意の後漸くカブらなくなった，内地と攣りはない．
0二月九日　金曜日　曇一時晴
　外人，妙理班の連中とレオ1ルへ，コンパリズン・スペクトルの試験，カ1
ボンはラインが紗いので鐵を用ふる事にした．夕方一先づ完了．アインスタ
インの方はガィディング・テレスコ1プの取付中である、ジョンソン氏（仕事
はコロナのポラリゼ1シヨン、は最早準備は完了した由．他の一人目1ン氏
（仕事は同じくコロナのポ1ラリぜ1シヨン）も大洋終ったらしv・．
　内地との通信は船の都合上明朝までに手紙を出せと云ふので，夜はテ1ブ
ルを園んで皆んなで手紙を書く．（繧く）
　　　　　　　　　　　　天文界の人事消息
　佛國リヨンの天文憂長であったM．Mascart氏がパリに移ったので，其の
後任に：首席M・Jean　Dufay氏が憂長に就任した・
　米町ケンブリヂ市で有名な天文光器製作者A・Clark會杜の後三者として働
v・てるたC．A．　Robert　Lunclin氏は近頃クリ！ヴランド市のXVarner－Swasey
會吐に入り，新しいMcDonald天文盛のために200糎の大反射鏡を作ること
Nなった．
米油の険星肇者でシカゴのField　Museumの館員であるOliver　Cummlngs
Farrington博士は去る十一月二日に死去した．
　去る1933年十一月20日，二二ニス天文壷長Faye氏が來朝、三戸に：上陸し，
直ちに汽車で東京へ赴いた．
